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私は大阪学友・同窓会の代表世話人でありますが、6 年前に当時の吉野代表世話人よりお誘

いを受け、同窓会（当時）の世話人に入ろうと考えたきっかけの一つとして、「個人でやりたい

様々な活動がしやすくなる」という目論見がありました。代表としての仕事よりもいちプレー

ヤー、世話人としての活動を希望していました。 

その後、さまざまな事象がありましたが、思っていた活動ができた

か否かは別として、今までとは違った観点で放送大学を見つめる良

いきっかけにもなりました 

話が変わり、放送大学でも様々な大学グッズが存在します。大き

くわけると大学側（本部・各学習センター）制作のものと、同窓会

連合会が作成したものがあります。 

前者は学位記授与式やオープンキャンパスなどで配布されており

ます。後者は大阪学友・同窓会でも扱いがあるバッジ（大学シンボ

ルマーク・まなぴー）があり、過去にはネクタイ・ストールもあり

ました。こちらは販売となります。 

いろいろ情報収集を行ったところ、スタンプを常備する学習センター（京都・九州や南関

東）の存在や押すためのスタンプ帳が存在しない（現在は三重ＳＣオリジナルのものも存在す

るようです）ということを知り、世話人会内で調整し、作成に舵を切ったところです。  

 なお、大学のシンボルマーク・まなぴーなどを印刷物などに利用

する際は大学の許諾が必要になります。学生個人（例えば学生とし

ての名刺にロゴ等を使う）としては許諾をいただくのは難しいとも

聞きますが、今回は学友・同窓会の活動としてご認識いただけたと

考えています。ある意味学友・同窓会の世話人として私がやりたか

ったことを達成できました。 

今回の許諾申請は同窓会連合会並びに大阪学習センターの協力で

いただくことができました。同窓会連合会の北野会長・大阪学習センター事務室の植村さんを

はじめとして、関係者の皆様にこの場をお借りし、心より御礼申し上げます。 

9 月末現在で 62 冊のご希望があり、発送を完了しています。

また同窓会連合会を通じて栃木同窓会を皮切りに取り扱いしてい

ただいております。 

 令和 3 年秋の学位記授与式でお披露目予定でしたが、残念なが

ら中止となりました。令和 4 年春の学位記授与式ではバッジとと

もに販売します。また、大阪学友・同窓会のホームページからの

申し込みも受け付けております。 
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ワクチン接種が進み、感染終息に近づいてきました。コロナ禍の「罪」は多くの人に苦しみを与

えたことですが、この感染症が教えてくれた「功」について考えたいと思います。それは、日本の

情報技術の遅れを教えてくれたことです。20年～30年の遅れといわれます。コロナによってこの遅

れに気付かされ、仕方なくリモートワークやリモート授業が始まりました。我々は、場を共にする 

「リアル」に加えて「リモート」という、新しい働き方・学び方を経験し、手に入れました。 

新しく広がるリモートの世界は、人にやさしい世界です。どこにいても働けます、足腰が悪く移

動が困難な人でも大丈夫です。長時間の移動がなく短時間で細切れなら、子育中でも介護中でも働

けます。コンピューターのアシスト機能があるので、目が不自由でも、耳が悪くても大丈夫です。

通訳機能も加わり言葉の壁がなくなりました。こんな世界が広がってきています。リアルに会い、

場所を共有し、共感することは大事な事です。我々は、そのリアルに加えて、リモートという便利

でやさしい繋がり方を経験しました。コロナが終息しても、

リアル・リモートを共に活用する動きは止まらず加速してい

くと思います。 

コロナ禍での私の生活を振り返ります。私は癖で目をよく

擦り、鼻をほじります。それが理由で一人での外出は禁止に

なりました。昨年の2月以降、一人での外出はゼロになりま

した。夫婦二人だけの自粛の生活のようですが、オンライン

を活用すれば問題は全くありません。昨年の2月に「ZOOMプ

ロ」のライセンスを購入しました。 

購入したZOOMで卒業研究を行いました。テーマは「老いと死（看取り）」です。臨床哲学の“ソ

クラティック･ダイアローグ(SD)”という方法での研究です。SDでは実体験を元に長時間の討議を

行い、その意味を問い続けてまとめます。今回は「老い」で2

回、「看取り」で2回のSDを行いました。8名で8時間の討議を4

回です。参加者は元大学の教員、医師、放送大学の学友と多彩

です。大阪、東京、岩国、ベトナムからの参加です。開催した

のは、昨年の5月14日、17日、21日、23日の4日です。緊急事態

宣言で自宅待機が多く、自宅からオンライン（ZOOM）での参加

協力して頂き、SDが開催できました。正直、コロナ禍でなけれ

ば、オンラインでなければ、卒業研究は出来なかったと思いま

す。 

オンラインで交流範囲が大きく広がりました。放送大学内で

は、Facebook「放送大学☆卒業研究」や北海道学習センターの「卒研リバイバル」での交流です。

日本国際保健医療学会学生部会や東京大学 死生学・応用倫理講座、大阪大学 医療人文学研究会に

も会員として参加しました。IBM Community Japanの研究会に参加し、20年前に退職した日本IBMと

の交流も復活しました。オンラインを通して、交流と学びが広がり、深まっています。 

夫婦二人だけの自粛生活ですが、運動不足の心配はありません。任天堂のゲーム『リングフィット 

アドベンチャー』と『Fit Boxing』を購入し、毎日運動をしています。日課の運動で、筋肉が増え

腹筋が割れて来ました。74 歳で初めての経験です。Apple Watch で活動

記録を取ります。孫や子供とは直接会えませんが、ZOOM や Slack でコ

ロナ前より交流は増えました。コロナが終わり、リアルに友人と会える

のは待ち遠しいですが、オンラインの利便性は離したくはありません。

コロナ禍は大変でしたが、オンラインという新しい方法を教えてくれ

て、私の世界は大きく広がりました。 
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９月２６日（日）。本来であれば多くの学習センターでは学位記授与式が挙行される予定でし

たが、大阪や高知など一部の学習センターでは学位記授与式や入学者のつどいがコロナ禍で中

止になったことや式典が挙行開催されても卒業生や新規入学生しか参加できない旨の知らせを

聞いた時は、複数回卒業した身とはいえ、悔しさと空しさがこみ上げてくるものでした。 

 この日、大阪学友・同窓会では、古川代表世話人の発案によるＺＯＯＭを活用した懇親会が

開催されました。一昨年までは学習センターや各行事などで頻繁にお会いしていた学生の方な

ど、画面越しですがお顔を見ることができました。状況がどうであれ、出来るところからの始

めていく事の重要さが感じられました。この時、私の頭の中にふと思ったことがあります。 

 １６年前に当時所属していた愛媛学習センターで客員教員をしていた先生が学友会の会報誌

に掲載する原稿に私のことを書いてくれることになりました。その時に、先生からいろいろと

聞かれました。私は、所属学習センター以外の学生とサークル等での交流が始まった頃だった

ので、「実はこういう夢があります。」と話題を切り出しました。 

 その夢とは、「僕がいなくても愛媛と大阪の学生が自ずと交流しているようになりたい。」と

いうことです。今は条件が制約されていますが、面接授業程度しか交流の機会しかない、しか

も一期一会、下手すれば誰も知らないままで受講終了するなかでは一個人ではなかなか踏み出

せないものです。センター事務同士または学友会やサークル間での交流から始めて、拡がる。

そこから、何らかの形で両学習センターの振興、そして、双方の学生が「ここへ来て本当によ

かった。」ということにつながってくれれば、自分としてうれしいという思いでした。 

 プレッシャーかけて申し訳ありませんが、このＺＯＯＭ懇親会と学習センター・サテライト

スペースのスタンプ帳が実現への一歩になるのではないかと期待があります。 

 通学開始１０年目、２０１２年に思った、「つなぎます。その思い、その力。」はどのように

向かい、走っていくか。私はその妄想でわくわくします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「つなぎます！その思い、その力」の行方 
大阪学友・同窓会副代表世話人 北原雅人 
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私は、大阪学友・同窓会の世話人であり、今年２０２１年６月１日に設立したサークル『放送大学おおさ

か若者のつどい』の代表でもあります。 

どういったサークルかというと１０代～４０代といった放送大学での若年層が勉強会などしながら学び合

い交流をするサークルです。 

なぜこのようなサークルを設立しようとしたかといいますと、コロナ禍前の学習センターでは、普段学習セ

ンターに来る若年層の方々は本当に少なく若年層の方々は単位認定試験の時だけ学習センターに来

られる方がほとんどでした。単位認定試験の時にこんなに大阪には若い人が所属しているんだと思うく

らいでした。 

私も入学当初同年代の人を探すのに時間がかかりました。大学生活のこと勉強のことなど同年代の

友達と話せたらいいのになぁ、同年代の人と勉強や交流をしたいなと思いました。 

ある時、千葉学習センターのほうに『若者の集い』があるのを知りそこのメンバーと交流していくうちに大

阪でも作りたいと思うようになりました。まずはメンバー集めのため lineグループや Twitterなどの SNS

を作成し２０２０年２月に学生有志として学習センターにて活動をしました。参加者は１０名ほどで今後ど

んなことをしていきたいかを話し合い有意義な時間を過ごせましたが、コロナ禍の影響がひどくなりオン

ラインでの交流に切り替えました。オンラインでは月１～２回メンバーとの交流や講演会、『漫才で学ぶス

ペイン語』などの勉強会なども行い、１年以上のオンラインでの実績を認めてもらいサークル設立となり

ました。きっかけとなった千葉の若者の集いは残念ながら８月末で解散してしまいましたが、次はおおさ

か若者のつどいが唯一の放送大学の若者のつどいとして若者同士が集える場を広めていけたらなと考

えています。 

１１月からやっと学習センターや学外での活動を始めることができましたが、また新たな変異株のこと

もあり今後どうなるかはわかりませんが、リアルを大切にしながらオンラインもうまく活用し若年層が集える

居場所づくりを維持していきたいと思います。 

サークルと同様に大阪学友・同窓会にも若年層の方々ももっと入っていただけるように、どうしていけば

いいか考えていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

若い人たちの集える場を作りたい 
放送大学大阪学友・同窓会 世話人 多田和恵 
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まず、ビブリオバトル®とは？「誰でも開催できる本の紹介コミュニケーションゲームで、『人を通して本

を知る．本を通して人を知る』をキャッチコピーに全国に広がって・・・。」 

これを知ったときちょっとひらめきました！多分一生かかっても履修はおろか視聴すらできない膨大な

大学講義、印刷教材は「本」なのだからゲーム形式で紹介しあうのはどうやろか？ 今後のリアルライブ

を念頭にWITH コロナの学生環境を逆手にWEBで！と。 

 例えば、志した学問探求の合間に未知を知るのも良き、生涯テーマを増やすも良き、心に残る名講義

を語るも良き。全国同じ講義だから次に履修登録できるのも良き。学問の話をするのは学生の特権だ

し。 

しかし思い馳せども対戦ゲーム、1人ではできない。反響があればと寄稿の機会をお借りしました。こ

の指とまってくださる方気長にお待ちしています。次の 1月下旬～2月中旬に試験版ができれば。 

詳細は⇒でご確認ください  ビブリオバトル® https://www.bibliobattle.jp/home 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ビブリオバトル®＠放送大学印刷教材しばり やってみませんか？ 

―放送大学のおすすめ講義を教えあいたい人 この指とまれ！！― 

グリーン・コミュニケーションの思い出 
1993年 10月に選科生として堂島の校舎に入学し、翌年に全科生として天王寺の古い校舎に再入

学した。家で育てていた植木を談話室に置いたのが切っ掛けで、当時の事務長に依頼されて世話

しだしたのがグリーン・コミュニケーション「天空に星・地上に花・人に愛」をテーマとして設立したクラ

ブです。 

人との繋がりを大切にしながら、近辺の緑地や公園に研修に行きながら、和気藹々と一昨年まで継

続していただきましたが、コロナ禍により校舎がクローズされ植物のお世話ができない状態に至り、廃

部されたのは時の流れで仕方無しことです。でも最後までお世話いただいた方々に感謝申し上げま

す。年に一度バスで日帰り研修旅行に行ったこと、サークルが少なく、旅クラブ・ハイキングクラブと合

同で近辺に行った頃が懐かしく、又学園祭も開催され更に交流の場が設けられて盛況でした。 

昨年からコロナ禍で日常の行動が阻止されたことは、誠に残念でなりませんが、 

3蜜を避け早く健康な頃にカムバックし、同窓会も更に発展されることを祈っています。                                                                             

村上 日出俊 

放送大学大阪学友・同窓会 世話人 橋口香世子 
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グランドスラム（ＧＲＡＮＤ ＳＬＡＭ） 
２７年前、当時の三和銀行王寺支店へ所用で行った折、商品パンフレットの棚に有った放送大学

のパンフレットが目に留まった。私と放送大学の出会いだった。沢山有る通信制大学の中から放

送大学を選んだのは、その当時、新しかった放送授業に魅力を感じたから。そして入学試験が無

かったので、ただ、学びたい意志さえ有れば良かった。学校という場所に通わなくても、何時でも

何処でも学べるのは、仕事を持つ身としてはベストの選択。２７年前、仕事以外の目標を持ちたい

と言う強い動機も有り、放送大学生のスタートラインに立った。放送大学で学ぶことは、目標に向か

って、自分が自分らしく、まぎれもない自分として輝き続けること。２７年の生涯学習の継続。その

間、これまでに５回卒業して、卒業と同時に再入学を果たし、継続して学ぶ道を選び続けた。探究

心と好奇心と興味深さと色々な物を寄せ集めた気持ちで向かい、後１０単位取れば６回目の卒

業。グランドスラムを達成した後に見える景色は如何なる物か。 

日野 

かけがえのない学生生活 
私は７３歳の男性です。 

長男の不登校がきっかけで不登校の親の会の活動に関わり、専門知識を求めて、 

２００４年に放送大学（心理と教育）に入学しました。仕事と活動と学習の３本立てはハードでしたがな

んとか卒業出来ました。 

定年退職後社会福祉法人に入職し若者・ひきこもり支援活動を始め、社会福祉士の資格や放送大学

大学院（生活健康科学プログラム）での学術修士号を取得しました。 

現在はフリーの社会福祉士として様々な団体で不登校・ひきこもり支援活動を行うと 

ともに、引き続き「社会と産業」、「人間と文化」コースを卒業、現在「生活と福祉」を履修中です。 

放送大学の『大学の窓』や『現代社会の児童生徒指導』に出演したこともいい思い出 

です。でも最高に楽しかったのは、卒業論文や修士論文作成で、先生や仲間たちと侃々諤々の議論

を戦わせたことです。大学紛争のためじっくりと学ぶ機会に乏しかった私にとって、かけがえのない時

間でした。 

                                                     古庄 健 
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訂正版 

２０００年（平成１２年）９月 大阪同窓会設立 

２０００年（平成１２年）９月 初代代表世話人 原田美紗子さん就任 

定期総会、公開講座、3 月卒業生の祝賀懇親を 

同日開催 

（現在は定期総会と公開講座は５月、祝賀懇親会を３月と９月に開催） 

               大阪同窓会主催研修旅行を開催 

               （現在のウェルカム研修旅行） 

               秋のミニ研修旅行 

２００２年（平成１４年）２月 大阪同窓会主催のパソコン教室開催 

２００４年（平成１６年）６月 公開コンサート開催 

２００５年（平成１７年）６月 在学生からの要望について大学と懇談 

              （世話人会に所長と教務学生担当主任が出席） 

２００５年（平成１７年）１２月 天王寺の新校舎完成５周年記念として 

ピアノ寄贈 

２００９年（平成２１年）   ２代目代表世話人 西口省三さん就任 

２００９年（平成２１年）   卒業研究発表会開催  

（現在の卒研チャレンジ勉強会、修士チャレンジ勉強会） 

２００９年（平成２１年）   同窓会主催忘年会開催 

              （現在の年忘れ年末楽しもう会） 

２０１５年（平成２７年）５月  ３代目代表世話人 吉野久美子さん就任 

２０１７年（平成２９年）５月  総会にて大阪同窓会から大阪・学友同窓会に 

名称変更 

２０１８年（平成３０年）５月  ４代目代表世話人 古川徹さん就任 

２０１９年（令和元年）１１月  卒研発表リハーサル開催 

  
 

 

 
 

 

会報 1～3号と 11号の所蔵が 

ありません。 

お持ちの方がいましたらご提供 

よろしくお願い致します。 

（データでも可） 

開催年が不明な行事も 

ありますのでご存じの方

は大阪学友・同窓会まで 

ご一報ください。 
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この度当会で大阪学習センターのスタンプ制作し、それに合わせてスタンプ帳を作成しました。 

また、いままでご好評をいただいている放送大学同窓会連合会制作のバッジも併せてインター

ネット販売しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申し込み方法 

１.インターネットでの申し込み（会員の方は原則後払いです） 

 

 

 

 

 

 

 

申し込みはこちらから 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＣでも大阪学友・同窓会のホームページから申し込みいただけます。 

※バッジのみをご希望の場合はメール（oujosakadousoukai@gmail.com）で問い合わせください。 

２．対面販売 

イベント（学位記授与式）等でも対面販売予定です。 
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本年（令和２年１２月から令和３年１１月まで）の新入会者１６名です。 

ご入会ありがとうございます。新入会員の氏名開示を取りやめております。 

昨今、個人情報取り扱いに慎重を期する必要があります。ご了承をお願いします。 

大阪学友・同窓会世話人募集 

大阪学友・同窓会では世話人として一緒に活動していただける方を募集しています。 

究極のボランティア団体で、できる時にできる範囲でお手伝いいただければ結構です。 

会員相互の親睦、本会のさらなる活性化、又放送大学の発展のためにも、お力をお貸しいた

だきたく、お願いいたします。ご協力いただける方は 6F 事務室前学友・同窓会メールボック

スにその旨投函、又はメールにて oujosakadousoukai@gmail.com へご連絡ください。 

 

学生募集にご協力のお願い 

大阪学友・同窓会会員の皆様、学生生活の仲間を増やしたく、募集協力の案内をお送りしま

すので、ご家族・友人・知人などに放送大学を紹介していただきたく、よろしくお願いいたし

ます。 
 

大阪学友・同窓会ホームページのご案内（https://oujosakagd.wixsite.com/oujogd） 

今年、大阪学友・同窓会のホームページが新しくなりました。 

同窓会行事のご案内や報告などを掲載しています。検索窓に「放送大学大阪学友・同窓会」

と入れてみてください。 

 

ホームページの QR コード→ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

まだまだコロナ禍が続くこのご時世で行事もできない状況でしたが皆さんのご寄稿で、 

今回は会報を完成させることができました。 

ご寄稿いただいた皆様、ありがとうございました。 

今年度は大阪学友・同窓会としてオンラインでの交流会実施など、ウィズコロナに向けて動

き出しました。いつ収束ができるのかわかりませんが、コロナと共生しながら、どうやれば楽

しいことができるのか模索をしていかなければいけないなと感じています。 

 私も世話人の一員として、皆さんがコロナ禍でも交流できる新しい企画など考えて提案して

いきたいと思います。（多田） 

メールアドレスご登 録 のお願 い 

会員の利便の向上と会の安定運営のため、可能な限りメールでのご連絡を進めていくこととしました。 

メールアドレスを新規取得された方や変更された方、また入会時未登録で現在お差支えの無い方は、 

⇒の QR コードからメルアドの登録をお願いいたします。 

QR コードが読取れない場合直接入力⇒ https://forms.gle/XVBvAYxnX4w89qWa7 

大阪学友・同窓会連絡先 メール oujosakadousoukai@gmail.com  

                    住 所 〒５４３―００５４ 大阪市天王寺区南河堀町４―８８ 

               放送大学大阪学習センター内 大阪学友・同窓会 

 

 

 


